
１－参考１ 

死亡獣等の焼却処理場の整備及び処理について 

１ 背景 

新斎場建設に伴い津斎場（動物炉）が廃止されることから、新たに死亡獣

等の焼却処理場として旧家城火葬場を使用するため、平成２６年９月１６日

付で家城自治協議会と協定を締結しました。 

また、今後は家城自治協議会へ業務を委託し、当該焼却処理場の運営及び

維持管理を行う予定です。 

２ 協定書の概要 

 相手方 家城自治協議会 会長 海野ミネミ 

 場 所 津市白山町南家城字川久保２５０３番１ 旧家城火葬場 

 主な内容 

ア 本市は家城自治協議会から建物を無償で譲り受けるものとする。 

イ 本市は家城自治協議会から施設に係る土地を使用貸借により借り受け

るものとする。 

ウ 土地の使用期間は、３年から５年までとする。 

エ 使用期間が満了したときは、土地を更地にしたうえで返還する。 

オ 施設等の点検、整備等を本市の負担において行う。 

３ 業務委託の内容 

 委託予定者 家城自治協議会 会長 海野ミネミ 

 業務内容  死亡獣等の焼却処理及び施設維持管理業務等 

４ 焼却処理場の使用者 

  本市、国、三重県、中日本高速道路株式会社等 

５ 今後の対応 

当該焼却処理場の整備及び運営等に係る経費を平成２６年度１２月補正予

算に計上する予定です。 
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